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★弥 生★ 

 コロナ禍に翻弄されつつも、様々な諸行事や活動を成し

遂げてきた生徒たちです。見える部分はほんのわずかです

が、目に見えない努力や葛藤は、底知れず大きなものがあ

りました。そして、いよいよ本年度も最終月を迎えました。

春の訪れを感じる空気や景色を眺めると、それぞれの旅立

ちと別れの訪れをも感じます。新たな一歩には、多くの前向きな評価や声掛けが欠かせません。よ

いまとめよい出発に、皆様方のあたたかい気持ちとお言葉をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★福寿草の花言葉は、「幸

せを招く」だそうです。厳

しい冬を乗り越えて、ぐ

んとせりだした黄色い花からは、やさしさと力強さを感じます。自然

の豊かさとエネルギーを感じます。丹波山村の大自然の中にいる我々

です。ふと立ち止まって、自然を感じること、大切にしたいものです。 

《学校教育目標》 

ふるさとを愛し、ふるさとから学び、 

ふるさとを創造する生徒の育成 

知：自ら学び続ける生徒 

徳：自分に厳しく、他人にやさしい生徒 

体：心身ともに、たくましい生徒 

 

 

 

３ 月 の 行 事 予 定 

                      

１日（月）きずなの日 体重測定 

３日（水）１・２年生ＣＲＴ検査 

４日（木）３年生を送る会 ＳＣ来校 

１０日（水）卒業式予行  

１１日（木）第７４回卒業証書授与式 

１２日（金）高校入学許可予定者発表 

１５日（月）きずなの日 

１８日（木）職員会議 

１９日（金）丹波小卒業式 

２５日（木）修了式 離任式 

２６日（金）学年末休業日 

★４月の主な行事予定 

 ・新任式・入学式準備：４月６日（火） 

・入学式・始業式：４月７日（水） 

・給食開始：４月８日（木） 

 

★ＰＴＡ定例会にて 

 ２月１７日（水）本年度最終のＰＴＡ定例会を行いまし

た。令和２年度の振り返りと、令和３年度の見通しについ

て、様々な確認がなされました。まだまだコロナ禍の影響

は受けそうですが、「やまない雨はない」「明けない夜もな

い」希望をもって、あたたかい気持ちを大切にしながら「子

どもファースト」でいくことも確認いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★第７４回卒業証書授与式について 

３月１１日（木）丹波中学校卒業証書授与式を挙行いた

します。コロナ感染対策のため、来賓は、村長・教育長・

ＰＴＡ会長のみとなります。規模縮小とはなりますが、全

校生徒、全教職員、保護者の皆様とともに、記憶に残るあ

たたかな式をめざします。卒業生は、５名です。それぞれ

が新しい進路に向かって羽ばたきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度を振り返って 
・Ｒ２.３/４、突然の全国一斉休校措置命令。そこから約３カ

月の休校。５/２２、山梨県内トップを切って再開しました。 

・様々な取組（行事の中止や精選／オンライン授業／７校時

／感染防止対策／奇跡の修学旅行/自然体験）を実現しました。 

・基本方針は、「子どもファースト」でした。しかし、人との

交流に大きな制限がかかりました。 

・そんなコロナ禍においても、全力を尽くした生徒たち一人

ひとりを、誇りに思います。すばらしい生徒たちです。 

・７校時やオンライン授業、放課後学習会などの取組を経て、

すべての学年の学習内容を終える予定です。ご安心ください。 

 

・ご理解いただいた保護者及び地域の皆様に、深く感謝申し上げます。 

・教職員もがんばりました。（直接生徒に関わり続けた学年スタッフ/オンライン授業の企画と運営/感染防止対策

/感染防止に必要な物資購入/自然体験学習の実現/校内研究の推進/生徒会活動の充実/あたたかい生徒指導/外部

との連携/時間割や日程の調整/自身の健康/丹波中職員としての自覚等）、誇りに思います。 

★来年度に向けて 
～コロナ禍の影響は、続くと予想しています。ご理解とご協力をお願いします。～ 

●年間行事については、検討中です。「子どもファースト」での削減と精選をめざします。 

→生徒の声、保護者の声に、しっかりと耳を傾けます。 ※修学旅行の実施判断が迫っています。 

●新学習指導要領がスタートします。 

→「社会に開かれた教育課程」「ＩＣＴ教育の充実」「主体的・対話的で深い学び」「特別支援教育の充実」など 

●コミュニティースクールの本格的準備に入ります。 

→地域人材の積極的活用／地域とともにつくる学校／特色ある学校づくり／学校の存続 

●関東で一番小さな村、山梨県で一番小さな中学校は、変わりません。 

→来年度の全校生徒数は、１２名の予定です。・教職員の数は、本年度より３名減となる予定です。 

→小ささを武器に、保護者・地域のみなさんとともに歩む特色ある学校づくりをしていきたいと考えています。 

※新学習指導要領や県教育方針などについては、県教委他より、令和３年度スタートと同時にチラシなどが配布

される予定です。なお、中学校においては、授業時数などの変更はなく、各教科の学年間の移行などが行われて

います。各教科及び各担任より、生徒たちには説明があります。ご安心ください。 

※学校開放日（昨年度までの「オープンスクール」を、小中ともに「学校開放日」に名称を変えました）を、実

施し、普段の様子を見ていただきたいと思っています。家庭訪問については、ご希望のある家庭には、いつでも

実施可能としていきます。 

※３月１２日には、来年度の年間予定表（仮決定版）を、各家庭に配布します。よくよくご覧いただいて、不明

な点やご意見などは、遠慮なく学校に申し出てください。お待ちしております。 

 

★最後に石川会長さんをはじめとする現役員の皆様、１ 年間ありがとうござ

いました。来年度堀口会長さん他、どうぞよろしくお願いいたします。 


